
要旨

大谷記念ホールは，札幌大谷大学が抱える音楽ホールである。このホールが完成した 1991 年は，まだ
大学が開学しておらず，現在とはまったく異なるカリキュラムであった。それから 30 年の時を経て，学
科構成が大きく変わったことに伴って学生の学びは大きく変容し，多様化している。しかし設備の老朽
化もあり，そういった流れに対応しきれていないまま，使用されているのが現状である。本稿では，教
員が企画した演奏会でのホール運用を通して，大谷記念ホールの設備拡張の可能性を探り，報告する。
また，演奏会を企画し，ホールを使用する上での課題を浮かびあがらせるとともに，学生が自らそれら
を解決していくための実践的な学修のあり方について，検討するきっかけを作り出すことを目的とする。
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1．はじめに

札幌大谷大学が誇る音楽ホールである，大谷記念ホールは，1990 年 10 月の完成から現在に至るまで，
音楽を学ぶ機会を学生たちに提供してきた。札幌大谷大学短期大学部開学 50 周年を記念した書には，
⼦学生の演奏発表の⼨教室⼩としてまことに無上の空間である⼧と記されている1。客席数は 352 席で，規
模としては一般的な中型ホールである。また，札幌コンサートホール Kitara の音響設計を手掛けた豊
田泰久氏にコンサルティングを委託していることから2，生楽器の演奏を主体とした，室内楽規模のクラ
シカルな演奏会に適したホールであると言えるだろう。
一方で，2021 年現在，本学での学修内容は，完成当時から比べて多様化が進んでいる。2006 年には音

楽学部が，2012 年には芸術学部と社会学部が新たに設置された。特に，芸術学部の音楽学科と美術学科
の学生が協働で作品を制作する科目では，オペラのような伝統的な舞台芸術に加えて，映像表現を駆使
した現代的な表現で描かれる作品も制作された。大谷記念ホールは制作発表の場となったが，そもそも
ホールが設計されたのは，前身の短期大学時代で今とはカリキュラムが異なっており，このような科目
は設置されていなかったので，総合芸術的な表現方法をもつ作品の上演を想定していたとは考えにくい。
したがって，どうしても演出に制限が出ることは避けられない。
また，音楽学科では 2019 年度に音楽総合コース，2021 年度に作曲・サウンドクリエイションコースを

設置した。これらはクラシック音楽だけではなく，他のジャンルの音楽を幅広く取り扱うことを目指し
ているコースである。こういった学びを実践していく上で，大谷記念ホールはどのように活用されるべ
きか，が課題となっている。
もっとも単純な解決方法としては，外部施設を使うことや，大谷記念ホールそのものを改築してしま
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うことであろう。ただし，これらには明確なデメリットがある。まずは金額的なコストであり，特に改
築には莫大な投資を必要とする。また，学内の施設であるからこそ，普段から継続的に学生を教育する
場として利用できるのであり，学外でそれを行うことでそういった恩恵を受けられないということも考
えられる。積田(2018)は，学内の音楽ホールを使用して，学生にホール音響に関する授業を展開してい
る3。この授業では，単に音響学の講義にとどまらず，ホール音響をどのように利用するのかという，演
奏家にとって非常に実践的な学びを提供しているが，こういったことを自由に行う上で，学内の施設で
あることは大きなアドバンテージになることは間違いない。このように考えると，やはり目前にある課
題に対処していく必要がある。
そのために，実際に当ホールを利用した演奏会を企画し，課題を参加学生とともに解決していく形で，

実践的な学修をさせる試みをスタートさせた。最初の段階として，まずは教員主体で企画を立て，当ホー
ルの問題点と限界を把握し，様々な実験をしながらこれらを解決する方法を模索した。本稿では，この
取り組みの経緯と結果を述べるものとする。

2．企画と選曲

2019 年に，札幌大谷大学の針生美智子准教授(声楽)を中心に，企画が検討され，木下牧子作曲の，《蜘
蛛の糸》を中心としたプログラムを組むことを決定した。この作品は⼦朗読・独唱，クラリネット，ピア
ノのための音楽物語⼧という副題が示す通り，声楽家が歌とナレーションを担当し，そこにクラリネット
とピアノが加わる，という編成である。この上演のために，クラリネットの河野泰幸准教授と，ピアノ
の外山啓介講師が加わった。
《蜘蛛の糸》は，2012 年に初演されており，2017 年に楽譜が出版された。作曲者である木下牧子は，
⼦たった三人，舞台装置なしで，オペラのような濃密な舞台を作り出すことができる⼧とした上で，⼦照明
を使う手もありそうです。いろいろトライなさってみて下さい⼧と述べている4。
この，シアトリカルでありつつ，演出に対する自由度の高さを持っていることが大きな決め手となっ

た。大谷記念ホールは，上述したように，演出上の制約があるが，今回の目的の一つは，その限界を見
極めることにある。従って，演出の度合いを自由に設定できる作品は，目的に沿っていると言えるので
ある。
また，木下は照明について言及しているが，次の二つの公演で，照明演出の前例がある。
2016 年に声楽の浅野美帆子，クラリネットの松本安津美，ピアノの田中初芽によって，横浜市の栄区

民文化センターで演奏された際には，照明の当たる範囲を限定し，三人の演奏者の周りのみが見えるよ
うになっている5。
2018 年に京都府民ホールアルティで上演された際には，唐谷裕子の演出のもと，声楽の松下悦子，ク

ラリネットの小谷口直子，ピアノの土居知子の演奏に，増田寿子による映像デザイン，ナカヲデンキに
よる動画が舞台背面に加えられ，物語の進行に合わせて紙芝居のように絵が切り替わっていく。舞台上
の地明かりについては，2016 年の公演と同じく，真上からのスポットライトによって，光の当たる範囲
を演奏者の周りに限定している6。
本公演については，この二公演をベースにしつつ，照明で色を加える演出を試みることにした。大谷

記念ホールの二階に客席はないが，バルコニーが上手下手の両側と後ろ側にあり，そこに照明を設置す
ることが可能になっている。ここに LEDライトを加えて，場面に応じた色の光を加えるのである。た
だ，大谷記念ホールは舞台背面が木目になっているため，壁面に照明を当てて色を変えることには適し
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ていないので，色染めの効果が弱まってしまう。一方で，スクリーンを吊るためのバトンが常設されて
おり，スクリーンにプロジェクターからの画像や映像を照射することは容易である。この方法で，背面
を色染めできない不利を補うと同時に，画像による視覚効果を加えることが可能になる。
スクリーンを使う以上は，光の当たる範囲を限定しなければ効果は上がらない。そういう意味では，

上記二公演のように，上からの照明の当たる範囲を限定することが望ましいが，後述するように，大谷
記念ホールは照明の吊り替えがほぼ不可能な構造になっており，企画段階ではこの部分は保留とした。
また，舞台上には照明出力用のコンセントが，上手と下手に配置されている。ここに接続した照明は，

天井の照明と同じように調光が可能になる。これを利用して，灯体に半透明の覆いを被せた，いわば行
燈のような装置を作って，舞台上に配置することも計画した。上方からの照明では得られない効果を作
ることができるし，行燈そのものが装飾的で，舞台装置のような効果を与えることもできる上，調光に
よって全体の明度の調整も可能であるという点で，非常に効果的であると考えた。
さらに，作曲の小山隼平准教授を加えた。《蜘蛛の糸》だけでは上演時間が 40 分程度なので，一回の

公演としては長さが足りない。ただ，今回は目的が特殊なために，それに合致する上演作品を探すこと
は困難であった。そのため，目的に合わせてオリジナル作品を作る必要が出てきたのである。小山は新
たに二作品を作曲した。一つは三人の演奏家がすべて参加する編成，もう一つはクラリネットとピアノ
のための作品である。この二作品にもう一曲，小山が 2006 年に作曲した《四つのちぎれた歌》という，
声楽とピアノの曲を加えた。これは，寺山修司の四つの詩をもとに作曲された作品で，本公演の目的に
も合致していた。これら三曲を演奏会の前半に，《蜘蛛の糸》を後半に配置して，全体で二時間程度のプ
ログラムとした。
演奏者と作曲者が揃った時点で，公演名を検討した。この演奏会は既に述べているように，大谷記念

ホールの機能を最大限に活かすことを目的としている。さらに，そのために選ばれた作品が，朗読付き
のシアターピースであったことで，自然と演劇的な性格を帯びてくるものになっていった。このことか
ら，歌，ピアノ，クラリネットで綴る劇空間，という副題を沿えて，⼨我楽多桟敷⼩という名称に決定し
た。我楽多という単語には，既存の価値観や常識にとらわれず，一見すると雑多なものを自由に混ぜて
いく柔軟さを持ちたいという願いのほかに，企画者である自分たちも多く楽しめる演奏会としたい，と
いう思いが込められている。楽という字が，音楽を表すものであることも大きな要因となった。桟敷と
いう単語は，寺山修司が主宰した⼨天井桟敷⼩に対するオマージュである。様々な演劇的実験を行った同
劇団の姿勢に倣いたいという思いもあるが，小山の歌曲に寺山修司の詩が用いられていたことも理由と
なった。
最後に，公演を収録し，映像として残すことを決定した。この公演は，上述したように実験的な意味

合いを持ち，何回か繰り返すことで本来の目的の精度を上げていくことを意図したものである。そのた
めには，可能な限り良い状態で記録し，公演後に省みる必要があると考えた。

3．《蜘蛛の糸》の照明演出について

この作品には，大きく分けて二つの場所が登場する。一つは釈迦の住む極楽であり，もう一つは犍陀
多の落とされている地獄である。極楽には⼦玉のようにまっ白⼧な蓮の花があり，ここから白のイメージ
が誘導される。一方で犍陀多がいるのは血の池地獄であり，ここからは赤のイメージが連想される。さ
らに，釈迦が池を通して地獄を見る場面では，水のイメージとして青系統の色を考えることもできる7。
このように，照明によって場所の区別をするというのが，第一に考えられる照明の演出方法であり，ま
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ずこれを採用した。
次に，物語のクライマックスや転換点を強調する効果としての照明である。木下牧子は，この曲のク

ライマックスを⼦盗賊のカンダタが自分の糸にしがみついて来る罪人たちに⼨下りろ！⼩と叫ぶシーン⼧だ
と述べている8。

このシーンでは，ピアノとクラリネットによる減七の和音が強く打たれ，それに次いで⼦下りろ！⼧と
犍陀多が叫ぶように歌うパターンが三回繰り返される9。さらにこの直後，蜘蛛の糸が切れるという，物
語上重要な事件が起こるのであるが，このシーンを象徴づけるために，照明を使用するのは効果的であ
ると考えた。色付けに使用していた LEDライトを白くした上で，出力を最大にした状態で演奏者に照
らしつける。大谷記念ホールの場合には，バルコニーから斜めに当てるような形になり，必然的に演奏
者の影が長く伸びる形で形成されるが，それがかえって劇的な効果につながっていく。

4．新たに作曲された作品について

4-1．《これで，おしまい。》について
この作品は，クラリネットとピアノのために，小山が作曲した。そもそもこの演奏会は劇空間と銘打っ

ており，演奏会の最初から最後までが，成り行きを持った構成であるように見えることを狙っていた。
そのために，後半のメインのプログラムである，《蜘蛛の糸》と関連性を持たせることを意図し，芥川龍
之介のいくつかの小説から，断片的にテキストを抜き出し，配置することとした。次に示すのは，同曲
の第二楽章の一部である。⼨蜃気楼⼩の一文が挿入されている。
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具体的には⼨羅生門⼩，⼨玄鶴山房⼩，⼨一塊の土⼩，⼨煙草と悪魔⼩，⼨藪の中⼩，⼨蜃気楼⼩，⼨侏儒の言葉⼩，
⼨地獄変⼩，⼨奉教人の死⼩，⼨鼻⼩，⼨芋粥⼩，⼨河童⼩，⼨歯車⼩，⼨或阿呆の一生⼩，⼨西方の人⼩，⼨トロッコ⼩
の 16 作品の中から，それぞれ一～二文を選んだ。これらのテキストはそれぞれまったく別の作品のも
のであり，関連性はまったくない。もちろん，小説全体が本来持っていた文脈はほとんど失われている。
ただし，それらは音楽と一体となりつつ，並べられることで，まったく異なる印象を帯びてくるものに
なるのかもしれない。そういったことを期待しつつ，この選ばれた 17 個の文を，三人のナレーターに朗
読してもらい，事前に録音した。ナレーターを出演させずに録音を使用することにしたのは，音声を加
工し，スピーカーから出力することで，クラリネットやピアノとは異質な音として認識させたいという
意図があった。上演する際には，サンプラーに収録してMIDI キーボードで出力することを想定してい
た。この方法であれば，テンポの伸縮するクラリネットやピアノの演奏と，タイミングを合わせること
が容易である。

4-2．《女の唇は虚偽に割れてゐる》─萩原恭次郎の詩による五つの歌曲─について
この作品は，演奏会前半の最後に，演奏者三人が全員で参加するための作品として小山が作曲した。

大正時代から昭和時代初期にかけて活躍した詩人，萩原恭次郎の詩集⼨死刑宣告⼩から五編の詩を選び，
歌にしていったものである10。
この作品は歌曲であり，はっきりとしたテキストが存在しているので，既に前項の作品と同じく，テ

キストからなんらかの印象を持つことはできる。したがって，この作品については別な要素を加えるこ
とで，全体のプログラムとの関連性を持たせることとした。
ただし萩原恭次郎の原作で使用されているテキストから，論理的な意味を見出すのは困難である。次

の譜例は，この作品の第四曲として作曲した，⼦食事⼧の一部である。
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作者によって選ばれたことばは作曲者にある印象を与え，それが音を生み出すきっかけになっている
のだが，この作品ではその印象を補完し，聴者により効果的に伝わるように，各楽章に色を与え，その
色に基づいた照明の演出を加えることを企図した。これによって，もともと照明による色の演出を加え
ることを想定していた《蜘蛛の糸》とも，演出上の共通点を見出せることになる。

5．スタッフの配置について

すでに述べたように，この企画の最終的な目的は学生への教育である。今回は初回であり，実験的な
部分もあるとはいえ，可能な限り学生を参加させ，実践的な学びの場とする必要があった。まず演出上
重要となるのは二名の照明のスタッフと，背景に映し出す画像の作成者である。照明については，一名
がコントローラーを操作し，もう一名がピンスポットライトなど，手動で位置を変える灯体の調整にあ
たる。この役割に，本学研究生一名と四年生一名を配置した。画像の作成については，四年生一名を配
置し，演奏会当日のオペレートも担当させた。
また，公演を映像として収録するにあたって，録音と撮影が必要になるが，ここには録音担当として

研究生一名を，撮影と映像編集担当として一年生一名を配置した。
最後に舞台スタッフとして，三年生一名と二年生一名を配置した。
これらのスタッフについては，それぞれの業務について既に経験があり，機材等の扱いに慣れている
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学生のみを選んだ。今回は第一回目の公演で，未知数の部分がかなり多かったので，スムースに業務を
遂行することを優先した。
また，既に予算やスケジュール管理を担当していた事務職員一名と，チラシやプログラム等の印刷物

作成を請け負う卒業生一名を加えて，スタッフの体制を整えた。

6．公演の延期とその後

公演日を 2020 年⚓月 21 日に決定し，広報を開始した。チラシは《四つのちぎれた歌》で使用された，
寺山修司の⼨赤い鳥⼩をモチーフとして，大正時代から昭和初期にかけての見世物小屋をイメージしたデ
ザインで作成された。

しかし 2020 年⚒月から⚓月にかけて，新型コロナウイルス(COVID-19)の感染拡大が進み，多くのイ
ベントが中止，延期になったことを受けて，本公演も延期せざるを得なくなった。スタッフとして予定
していた学生の何名かは卒業・修了することになっており，運営体制も一から見直すことを迫られた。
その後，感染予防の手段がいくつか明らかになっていき，感染予防対策をとった上でのコンサート等

の上演が可能になったのを受けて，公演日を新たに 2020 年 12 月 20 日に決定した。卒業した学生スタッ
フについては，全員参加が可能になり，当初の予定通り進められることとなった。
ただし，2020 年 10 月頃から，一時期は勢いの弱まっていた感染拡大が加速し，延期公演についても見

直しが必要となった。これに対して，《蜘蛛の糸》のみのプログラムにして上演時間を短縮し，座席数を
削減して全席指定にするという措置を講じるものとした。
また，演出上の変更を加えざるを得なくなった。木下は曲の冒頭で，⼦朗読者が客席後ろよりクラス

ターチャイムを手に登場⼧することを指示している11。ただしこのようにした場合には，観客と演奏者の
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距離を保てないことになり，感染予防対策の上では望ましくない。この問題に対応するために，バルコ
ニーを利用することにした。演奏会等では，開演を知らせる合図として音を鳴らす習慣がある。これは
本ベルと呼ばれ，聴衆の注意を舞台に引きつけるための，合図のような役割を持っている。これに相当
するものを，朗読者とクラスターチャイムで表すことにした。開演時間になった時点で客席の照明が暗
転し，スポットライトによって照らされた朗読者が，バルコニー上でクラスターチャイムを鳴らす。こ
の位置を，舞台よりも後方の，客席に近いところに配置することで，本来の指示の代わりとしたのであ
る。大谷記念ホールは，バルコニーと舞台下手袖が階段でつながっており，退場した状態でそのまま舞
台袖に移動することができる構造になっているので，このような演出が可能になった。
照明については，舞台上に配置する予定であった行燈のプランを中止せざるを得なくなった。もとも

と大学構内で制作する予定であったのだが，感染予防のために教室使用が制限されている中で，制作の
時間や場所を確保できなくなったことが原因である。また，天井の照明については，そもそも大谷記念
ホールの天井での操作が限られており，灯体の変更は不可，位置の変更や絞りの調整も困難であること
が，作業をする中で判明し，当初の予定に対して充分ではない形で行わざるを得なくなった。
こういった制約がある中でも公演は実施され，84 名が来場した。公演そのものには問題がなく，滞り

なく終了することができた。
LED照明の灯体は，二つのグループに分けて配置した。まず一つめのグループは，舞台の真横にあた

る位置から上手と下手に一体ずつ配置し，主に色を作ることに使用した。もう一グループはやや後方か
ら舞台上を狙うように配置し，犍陀多が激昂するシーンでの強烈な光を作る役割を担った。天井の照明
は数を絞って，クラリネット奏者とピアノ奏者のみに当てる形にした。さらに，後方バルコニーからフォ
ローピンスポットライトで，声楽家の光を確保した。フォローピンスポットライトは，四階の音響調整
室から当てることも考えたが，二重窓になっていて光量が減ることが判明し，予定通りバルコニーに設
置した。なお，照明の数を減らしたことで，演奏の妨げになり得る影ができてしまったが，舞台担当の
学生がマイクスタンドを使って，手元のみを照らす明かりを自作し，問題を解決した。
録音については，コンデンサーマイクを各演奏者に一～二本配置し，収音した。声楽とクラリネット

には Neumann 社の U87Ai，ピアノには SCHOEPS 社のMK 5 カプセルと CMC 6 プリアンプの組み合
わせを二本使用し，合わせてホール三点吊りマイクで残響を捉えた。
撮影についてはBlackmagic Design 社の Pocket Cinema Camera 4K と Pocket Cinema Camera 6K を

使用し，片方をバルコニー後方に固定して全体の映像，もう片方を移動させながら近景を収める形で収
録した。
また，朗読をする際にのみ，録音用のマイクとは別に，SHURE社の BETA58Aを一本設置し，声楽家

の声をマイクで増幅した。スピーカーは舞台後方に持ち込んで設置した。PA席は客席内に置き，そこ
から音量の調整等を行った。

7．課題

感染症拡大が原因で，当初の予定とはほど遠い形での公演になってしまったことは残念であるが，今
後コロナ禍が終息するタイミングで，完全な形での公演を実現させることが，もっとも重要なことであ
るのは間違いない。その他，主に大谷記念ホールの技術的な問題点を，項目ごとに挙げていく。
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7-1．照明について
特に天井部分については大きな問題を抱えている。天井での作業は，不安定な足場，狭い作業スペー

スが原因でかなり危険なものになっている。電源部分も老朽化が進んでいる上，現在は使われなくなっ
ているT字型コンセントが使用されており，抜本的な改修工事を行わない限りは，使用方法が限定され
ることは避けられないだろう。一方で，客席のないバルコニーを有していることは，照明演出をする上
では大きなアドバンテージとなっていることを改めて確認することができた。持ち込みの灯体の数や種
類が増えれば，さらに可能性が拡がっていくに違いない。もう一つ，今回の公演では使用できなかった，
舞台上のコンセントを使用すれば，舞台上からの色染めや，サイドスポットとしての照明を作ることも
できる。これによって，さらに幅の広い照明演出が可能になることが期待できる。

7-2．音響について
録音について，舞台上にある音声入力端子にはファンタム電源が供給できず，結局客席内の PA席ま

でケーブルを引き回し，そこからさらに舞台上のスピーカーに返す，という形をとった。もともとホー
ルが備えている音声系の回線は存在しており，これを活かせればもう少しシンプルで安全な配線が可能
になるだろう。スピーカーに関しても同様で，持ち込みのスピーカーではなく，ホールに備え付けのも
のを活用できた方が，聴こえやすい音質で客席に届く上，断線などの事故のリスクも軽減できることに
つながる。
ただし，それが達成できなかったとしても，持ち込みの機材によって，ある程度は環境を整えられる

ことも再確認できた。

7-3．スクリーンと映像について
スクリーンを吊ることは可能であるが，プロジェクターは常設されていないので，現段階では持ち込

んで設置するしか手段がない。ただし，今回のように舞台上で演奏する必要がある場合には，その領域
をしっかりと確保した上で，プロジェクターを設置する必要に迫られる。今回使用したのは短焦点のタ
イプで，比較的距離が必要のないものであったが，高さを出すことができず，ピアノの蓋に少し重なる
位置で照射せざるを得なかった。天井から吊った状態で使うのがもっとも望ましいとはいえ，照明の項
でも述べたように，そもそも天井を使うことが事実上できない状態である以上は，持ち込んだものを舞
台に置いて使うか，逆に焦点距離の長いものをバルコニーから照射するか，どちらかしか方法がない。

8．今後に向けて

大谷記念ホールを利用した，学生への実践的な学修機会を作るというのが究極の目的であるとすれば，
今回の試みはその前準備の段階に過ぎない。今回は，主にホールの技術的な課題をあぶり出すことと，
実施する教員自身が手順を学習することが目的であった。ただし，コロナ禍によって，その目的の達成
そのものも，未遂に終わっている部分が多いので，まずは完全な形での公演をやり直すことが，もっと
も近い目標となる。その上で，この試みを改めて評価し，今後につなげていきたい。
その際に，学生スタッフの配置について，再検討したい。もっとも直接的な理由としては，次回公演

までに，さらに学生が卒業し，今回のスタッフと同じ配置では実施できない可能性がある，という点が
挙げられる。ただ，そもそも大学はその性質上，原則として四年間しか学生は在籍しないので，この問
題は必然的に起こるものであり，絶対に避けられないものである。一方で，技術スタッフについては学
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内に専門課程を置いているわけではないので，安定した育成を継続していくのは困難である。この辺り
は，卒業生を含めた，キャリア支援の一環として考えるのか，あくまでも在学生の育成のみに絞るのか，
という指針の決定が必要になるだろう。
先行事例として，東京藝術大学の演奏藝術センターが主催している，⼨芸大とあそぼう⼩というシリー

ズ公演を挙げたい。この公演には，東京藝術大学の現役の学生だけではなく，卒業生がキャストあるい
はスタッフとして参加し，一つの演奏会を作り上げていく。筆者はこの公演に，2004 年から 2012 年ま
でスタッフとして参加していたが，2020 年現在まで続いているこの企画が，参加者のキャリアを形成す
る一つの要素になっていることは間違いない。今後，⼨我楽多桟敷⼩を考えていく上での参考としたい。
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